
多くの企業が立地している結城市。

このページでは、企業の方に取材をし、

会社の概要や業務内容などをお聞きします。

Vol.6

従業員へのインタビュー

の日が休館日となります。

8月の図書館カレンダー

ゆうき図書館 34-0150 　

開館時間　午前9：00 ～午後7：00

日 月 火 水 木 金 土
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市の人口・ 52,288人（男：26,454人・女：25,834人／20,427世帯） 7 月 1 日現在

好評販売中

無料体験受付中

B  8/ 6（月）～ 10（金）

C  8/20（月）～ 24（金）

夏休み90分短期水泳教室　1期間8,500円

年長児から中学生

水なれ～4泳法

プールバック入 会 金

0円円0円円

ベビー 幼園児

小中学生 成人・婦人
市内全域を走るバスの

両側ドアに掲載します

月額    10,000円
年額 100,000円

問合先：市秘書課 ☎34-0401 

1
階

イ
ベ
ン
ト
棚
に
つ
い
て

今
回
の
1

階
イ
ベ
ン
ト
棚

は
『
夏
休
み
に
役
立
つ
本
』

と
し
て
、
工
作
や
自
由
研
究

に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
「
宿
題
な
に
に
し

よ
う
か
な
あ
」
と
迷
っ
た
ら
、

参
考
に
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。
展
示
場
所
は
1

階
カ
ウ
ン
タ
ー
前
で
す
。

2
階

課
題
図
書
に
つ
い
て

今
回
の
2

階
イ
ベ
ン
ト
棚

は
『
戦
争
と
文
学
』
で
す
。

戦
後
七
十
三
年
が
過
ぎ
、
戦

争
体
験
を
語
り
継
ぐ
人
た
ち

も
年
々
減
少
し
て
い
く
昨
今

に
あ
っ
て
、
文
学
を
と
お
し

て
戦
争
を
知
る
た
め
に
、
太

平
洋
戦
争
を
題
材
と
し
た
文

学
作
品
を
中
心
に
展
示
し
て

い
ま
す
。
展
示
場
所
は
2

階

カ
ウ
ン
タ
ー
前
で
す
。

ゆ
う
き
図
書
館
利
用
案
内
そ
の
70

（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
コ
ー
ナ
ー

　
に
つ
い
て
）

図
書
館
2

階
入
口
横
に
リ

ア
ル
タ
イ
ム
コ
ー
ナ
ー
と
題

し
て
、
そ
の
と
時
々
で
話
題

に
な
っ
た
人
物
や
ニ
ュ
ー
ス

に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
コ

ー
ナ
ー
の
資
料
は
二
週
間
程

度
で
入
れ
替
え
て
い
ま
す
。

貸
出
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

～
き
れ
い
な
ま
ち
結
城
を
目
指
し
て
！
～

青
嵐
荘
ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
作
戦

6

月
2

日
（
土
）
に
『
ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー

ン
作
戦
』
が
行
わ
れ
、
七
五
三
場
地
内
の
道
路

沿
い
の
ご
み
拾
い
、
草
刈
り
お
よ
び
花
苗
の
定

植
な
ど
の
環
境
美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
平
成
21

年
度
か
ら
「
環
境
美

化
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
」
の
一
環
と
し
て

青
嵐
荘
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
主
催
し
、
地
域
の

住
民
や
団
体
、
企
業
な
ど
と
の
協
働
に
よ
り
環

境
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
午
前
9

時
30

分
か
ら
約
2

時
間
行

わ
れ
、
施
設
職
員
、
施
設
利
用
者
、
地
元
自
治
会
、

地
元
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
お
よ
び
市

職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
1
0
0
人
近
く
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
日
差
し
が
強
く
大
変
暑
い
中
で
の

作
業
に
な
り
ま
し
た
が
、
活
動
に
参
加
し
た
方

か
ら
は
「
気
持
ち
の
い
い
汗
を
か
け
た
」
、
「
多

く
の
ご
み
が
人
目
に
つ
か
な
い
場
所
に
放
棄
さ

れ
て
い
て
、
今
後
は
住
民
と
し
て
普
段
か
ら
気

に
か
け
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

協働のまちづくりレポート
問合先　市民活動支援センター　 54-7008

開館時間

休 館 日

：午前9時～午後5時

：日曜・祝日・年末年始

七五三場地内の道路のごみ拾い

「環境美化パートナーシップ事

業」は、市と合意を結んで環境

美化活動に取り組んでいる市民

団体などに対し、市が必要な支

援を行い、市民の皆さんと「き

れいなまちをつくろう」という

取り組みです。

地域密着！「技術で発展、品質で奉仕」
株式会社ホクエツ　代表取締役社長　細井 佐一郎（ほそい さいちろう）

　
今
回
は
、
道
路
用
側
溝
、
河
川
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
、
農
業
用
水
路
な
ど
に
使
用

さ
れ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
や
環
境
に
配
慮
し
た
景
観
商
品
の
製
造
、

販
売
を
し
て
い
る
株
式
会
社
ホ
ク
エ
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
26

年
に
北
越
ヒ
ュ
ー
ム
管
株

式
会
社
と
し
て
新
潟
県
上
越
市
で
設

立
し
、
昭
和
48

年
に
現
社
名
に
変
更

し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
北
は
青
森

県
か
ら
西
は
福
井
県
ま
で
、
19

営
業

所
、
29

工
場
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

関
東
結
城
工
場
は
、
関
東
一
円
へ
の

供
給
強
化
を
図
る
た
め
、
平
成
23

年

4

月
に
操
業
し
ま
し
た
。

当
社
の
主
力
製
品
は
、
「
自
由
勾

配
側
溝
」
と
呼
ば
れ
る
道
路
用
側
溝

で
、
主
に
公
共
事
業
や
民
間
工
事
で

の
採
用
を
受
け
て
製
造
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
工
場
で
は
、
30

ト
ン
ま

で
の
大
型
製
品
を
製
造
す
る
こ
と
が

で
き
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
製
品
も

数
多
く
製
造
し
て
い
ま
す
。
近
年
で

は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
物
流
倉
庫
な
ど

企
業
の
概
要
、
魅
力
、
特
徴

�会社概要�
所 在 地

本 社

業務内容

設 立

従業員数

電 話

結城市新矢畑3－1

宮城県仙台市青葉区五橋1丁目5-3

コンクリート二次製品の製造・

販売

1951年4月（市内操業：2011年4月）

885人（市内工場：36人）

0296－54－4101

の
建
物
に
使
用
さ
れ
る
柱
を
製
造

し
て
お
り
、
新
た
な
分
野
へ
の
取

り
組
み
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
貢
献
・
地
域
密
着

型
を
推
し
進
め
る
べ
く
、
お
客
様

各
位
へ
の
納
入
体
制
を
よ
り
円
滑

に
充
実
さ
せ
、
皆
様
の
ご
期
待
に

お
応
え
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
会
社
に
入
社
し
て
6
年

目
に
な
り
ま
す
。
就
活
中
に
工

場
見
学
を
し
た
際
、
重
量
物
の

製
品
の
迫
力
や
活
気
あ
る
現
場

に
圧
倒
さ
れ
、
自
分
も
携
わ
り

た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
働
く
き

っ
か
け
で
す
。

こ
の
会
社
の
い
い
所
は
、
従

業
員
全
員
が
一
つ
一
つ
の
工
程

を
大
事
に
し
、
よ
り
よ
い
製

品
を
製
造
し
よ
う
と
日
々
努

力
し
て
い
る
所
で
す
。
ま
た
、

当
工
場
に
は
女
性
の
現
場
従

業
員
も
働
い
て
お
り
、
女
性

で
も
安
心
し
て
働
け
る
環
境

が
整
備
さ
れ
て
い
る
所
も
魅

力
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
と
し
て
、

ホ
ク
エ
ツ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

の
製
品
を
よ
り
多
く
の
お
客

様
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
社

会
へ
広
げ
て
い
け
る
よ
う
、

技
術
力
を
高
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

永
な が い

井 大
ひろたか

貴
（年齢27歳）

当社は、設立以来、「誠実・志気・能力」を社是とし、コンクリート二次製品一筋に地域づく

りや快適公共空間づくりに歩んでまいりました。

地域ごとに必要とされる製品が異なるように、地域ごとに必要とされる人材も違います。ホクエツ・グループでは、

地域社会への積極的参入の一環として、社員の現地採用、現地配属を積極的に展開しております。雇用を通じて地域

経済の活性化を促すこと、そして企業活動そのものが地域とともにあることが、ホクエツ・グループの誇りです。

「技術で発展、品質で奉仕」のスローガンのもと、地域密着した「根」をつくるとともに「安全、安心な快適空間

づくり」を目指して、インフラ整備に貢献してまいります。

西宮工場長に聞く

1415


